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Abstract

Objective:
Theobjectiveofthepresentstudywastoanalyzethestartandfinishofeacheventinrhythmicgymnasticsand
ascertainelementsofperformancesthathavestrongimpactsonjudgesandaudiences,toserveasreferencesfor
designingfutureperformances.
Methods:
Subjectswerethetoptenindividualfinishersatthe1999WorldRhythmicGymnasticsChampionship.Startingand
finishingpositionsandposeswereanalyzed,andatotalof40performancesonVCRwereviewedby26studentsstudying
rhythmicgymnasticsand30studentsstudyingmoderndanceattheJapanWomen’sCollegeofPhysicalEducationto
surveyimpressionsonstartingandfinishingmovements.
Inmostperformances,thebacksectionoftheexercisefloorwasusedinthebeginningoftheroutine,whilethefront
sectionoftheexercisefloorwasusedattheend.Withregardtothecompositionoftheseperformancesontheexercise
floor,highlyexpressivemovementswereperformedmoreattheendoftheroutinethanthebeginning.Theoverwhelm-
ingmajorityofperformancesendedwiththeperformerpoisedlow,kneestouchingtheexercisefloor.Inotherwords,
aftertossingequipmenthighintheairandcompletingamajortrick,mostperformersremainedlowtorecoverthe
equipment.Veryimpressivestartingandfinishingmovementsincludedoriginalposesrequiringagreatdealof
flexibilityandposesthatemphasizedpowermovements.Asfarasfinishingmovementswereconcerned,thestrongest
impressionstendedtobeassociatedwiththemoredifficulttricks.Movementsthatledtothefinalposeimmediately
afteramajortrickwereparticularlyeffective.
Thesefindingssuggestthatperformancescontainingthefollowingelementswillproveeffective:astrongfinish;
highlyexpressivemovementsinthefrontsectionoftheexercisefloorduringthelatterpartoftheroutine;reception
ofequipmentinalowposeaftercompletingamajortrick;andafinishingposeemphasizingpowerorflexibility.

rhythmic gymnastics, the start and finish, pose, impression

Ⅰ.はじめに

新体操は，体操競技やフィギュアスケートと同様に，

審判員により評価され点数化される採点競技である．

洗練された動き，鮮やかな手具操作により，音楽と動

きの融合の中で豊かな表現を生み出すスポーツであ

り，動きの可能性を追求し，技術面における難度，優

美さ，審美さ，かつダイナミックな要素を鑑賞する，

いわば「動く芸術」である ．

新体操の演技の開始は，審判員や観客への第一印象

である重要な部分であり，これから展開されるであろ

う演技の内容までも予想させ，また，終末においては，

演技の集大成である同じく重要な部分である．クライ

マックスを伴う，いわば，演技の見どころと言っても

過言ではない．

世界のトップの選手における演技の開始動作と終末

動作は工夫がなされ，同じ動作をしている選手は皆無

で，その選手個人の特徴がよく表されている．

新体操の個人競技における構成の多様性に「空間的

要素」があり，さまざまな方向（前方・後方・側方・

斜め方向）・床上の移動・空間レベル（低・中・高の位
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置）の使用がある．演技の開始・終末の構成や空間に

おける位置付けは，演技の印象を強める要因として重

要であり，それは演技の良否を決定づける重要な部分

であると える．野田高梧は「シナリオ構造論」にお

いて，ファースト・シーンについて次のように述べて

いる．「ファースト・シーンは，目的に向かって躊躇な

く真直ぐに出発すべきもので，何等の予備的説明その

他の道草などを食って迂回してはならない．作家の選

んだ劇的内容が，クライマックスに於いて火花を発す

るならば，ファースト・シーンはその口火なのであ

る ．新体操の演技の開始についても，ファースト・

シーンは，審判員又は観客への第一印象となり，その

演技の傾向や性質までをも予感させるものである．ま

た野田は結末について次のように述べている．「元来，

脚色という仕事の一つの目的は，テーマを説明するこ

とにあるともいえるのだから，その意味で，テーマは

成るべくシナリオの前段，少なくとも劇がクライマッ

クスに達する以前に，その方向を明示し，それが証明

しつくされると共に劇もまた終わりを告げるように計

画せらるべきである ．また江口隆哉は，「劇的なもの

の如何にかかわらず，クライマックスは，外側からとっ

てつけるものではなく，内面的な帰結でなければなら

ない ．クライマックスは，その強調された緊張感が

緩むとともにアンティ･クライマックスと呼ばれる下

り坂に向かい，結末が来るものだといわれている ．

「『下り』は短い程よく，今更ここまで来て長々と描写

することは，解決を急ぐ観衆の期待を裏切るもので，

却って全体の統一を妨げることにもなる ．言い換え

れば，それだけクライマックスが演技の終末に位置付

けられているということである．新体操の個人種目の

構成を「導入－展開－まとめ」と３つに分けるとする

ならば，終末は，まとめの部分にクライマックスがあ

り，そこから終末（終末のポーズ）へつながる重要な

部分であるといえる．

本研究では，1999年第23回世界新体操選手権大阪大

会の個人種目を研究対象とし，演技の開始と終末に焦

点をあて，印象の強い演技構成とは何であるかを調べ，

今後の新体操個人競技の演技構成のための参 資料と

して，また指導を行う上での一指標として活用したい

と える．

Ⅱ.研究方法

１.調査対象

1999年新体操世界選手権大会（大阪）で行われた個

人総合決勝に出場した上位10名（各４種目）の選手を

対象とした．演技開始位置と終末位置と移動図を記録

し，演技の開始と終末の位置とポーズについて分析し

た．またどのような演技の開始と終末が，見る側に強

い印象を与えるかを調査するために，日本女子体育大

学新体操部26名とモダンダンス部30名に，前述の世界

選手権大会個人総合上位10名（各４種目）の演技を，

選手の名前及び得点を表示せず，氏名をA～Jとし，試

技順通りにVTRで見せ，開始と終末の印象調査を

行った．

２.分析方法

新体操フロア13m四方のフロアを100分の１に縮小

した，縦横13cmの紙面を９等分区割り図にし，演技開

始点と終末点と移動図を記録した．なお調査場所は正

面客席中央部とした．

1999年世界新体操選手権大会においては，写真・ビ

デオ撮影が禁止されていたため，全大会を収録した市

販のビデオを使用し，フロアの移動図の確認，また技

の難度等の記述をした．

３.フロア区分と各表現度について

フロア区分は江口隆哉の「舞踊創作法」，小浜理佳の

「新体操の演技構成における一 察」により９区分とし

図１.９区分フロア 位置の名称
（ ）内は略称
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（図１），表現度強度順を図２に示した．区分の性格は

ルース・クライン著「演出入門」の，「区分による６つ

の性格」に準じてフロア区分の表現度強度順とした．

Ⅲ.結果及び 察

区分の性格は，前部・中部・後部の中央部の力が強

く，上手よりも下手側が強い印象を与える，と述べて

いる ．上手と下手の印象の違いを，芸術史家ウェルフ

リンは次のように指摘している．彼によると，絵は左

から右へ読まれ，左下から右上への対角線の方向は上

昇的で，左上から右下への対角線は下降的であると指

摘した．絵の右側にあるものは，どのようなものでも

重く見える．ガフロンによると，観察者は絵をみると

き，その左側をみるものであり，左にかかれた絵はす

べて最大の重要性をもつ，といっており，これは劇場

のステージに関するディーンの観察と一致してい

る ．芝居の幕があくと，観衆はステージの左手を最初

に見るものである，と述べており，舞台の左手は力の

強いところと えられる（図２）．

「新体操女子規則」によるとフロアを十分に使用する

ことが規定されている．よって，片寄った空間構成を

することは出来ない．しかし，印象度の強い位置を上

手く使用することにより，演技面での起伏が見られ，

高得点を得ることが出来ると えられる．そこで，新

体操は，審判員がフロアの前に座り前方から採点する

という点から，舞踊や演劇における場合と同じ表現の

強さを示すものとして今回の分析に図２の表現度強度

順を使用することとした．よってフロアの中央前が最

も強い表現を持つ区分になり，上手側より下手側の区

分の方を，表現の強い区分とした．

１.開始と終末

１)開始位置と終末位置

演技の開始位置と終末位置について，行われる位置

によって見る側に印象を与える力の相違があると え

た．そこで，演技の開始時と終末時がどこで行われて

いるかを調査した（表１，図３-１，図３-２）．フロア

９区分の名称は略称で記す（図２を参照）．

表１はA～J選手の各演技の開始と終末の位置を示

図２.フロア区分表現度強度順

図３-１.開始時の位置の割合
（ ）内＝人数

図３-２.終末時の位置の割合
（ ）内＝人数

表１.各演技の開始位置と終末位置

種目 ロープ フープ ボール リボン ロープ フープ ボール リボン

選手 演技開始 演技終末

A UL C UL C DC C UR C

B DR DC UL SL DC C DC DC

C C SL C UL DC C DC SL

D UC UR SL C DL UR C UC

E SL SL UL C DC DR DL C

F UC C UL C DC C DC C

G UC UC UC C DL DC SL C

H C C C C DR SL DC C

I UR DC C UC C DL SL SR

J UR C DC C DR DR DL C
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したものである．図３-１，３-２は，各選手の開始時

と終末時における使用位置を割合で示した図である．

図４は，演技開始と演技終末位置の使用分布図である．

開始位置は，フロア中心部より後方部からの使用が

多い事がわかる．従って表現度の弱い位置からの開始

が多いことがわかった．終末時は，フロア中心部より

前方部への使用が多いことがわかる．従って表現度の

強い位置での終末が多いことがわかった．

図４を見るとわかるように，演技開始位置はフロア

中心部より後方部からの使用が多く，演技終末位置は

フロア中心部より前方部での使用が多く，比較した結

果大きな差がみられた．

また，各演技者の開始と終末位置において，演技開

始位置の表現度より，終末位置の方が表現度の強い位

置であった演技は，40演技中31演技であった．結果よ

り，演技の開始位置を弱め，演技終末を強める演技構

成であるといえる．

２)開始位置からの移動

開始において，中央部より後方部での使用が多いこ

とから，表現度の弱い位置から次の動作の移動，方向

はどうであるか，表現度６以上，すなわち，江口隆哉

の９区分による表現度強度順の弱い位置でのフロアの

使用を対象に，次に移動した位置の表現度の強弱を調

査した．一例として図５に今大会１位であった選手の

移動図を示した（表１，表２，図２，図５）．

各開始位置から表現度の強い位置へ移動していたの

は40演技中16演技であった．開始位置が表現度６以上

の弱い位置での使用は，40演技中14演技あり，そのう

ち９演技（64％）が各使用した位置よりも表現度の強

い位置へ移動していることがわかった．弱い位置から

強い位置へ次の動作の強弱を強調しているといえる．

F選手（本大会１位）のロープとボールのフロアパ

ターンを例としてみてみると，ロープにおいて，開始

はUCで表現度は５に対し，終末はDCで最も表現度

の強い区分に位置していた．ボールにおいては，ULと

最も弱い位置での開始であり，DCである最も強い位

置での終末であったことから，開始と終末時の表現度

の差があるフロアパターンとなっていた．

個人種目10選手（各４種目）の演技で使われた，開

始時の位置と終末時の位置において大きな差があるこ

とがわかった．演技開始において39％の割合でフロア

の中心部を使用しており，ULが15％，UCが14％と後

図４.開始と終末の位置

図５.開始位置からの移動図

表２.開始位置及び終末位置の移動が表現度の強い方向で
あったもの

手具 ロープ フープ ボール リボン

選手 開始 終末 開始 終末 開始 終末 開始 終末

A ○ ○ ○ ○

B ○ ○ ○

C ○ ○ ○ ○ ○

D ○ ○ ○ ○

E ○ ○ ○ ○ ○ ○

F ○ ○ ○ ○

G ○ ○ ○ ○ ○ ○

H ○ ○ ○ ○

I ○ ○ ○

J ○ ○ ○ ○ ○

○＝表現度の強い位置へ移動
→江口隆哉による表現度６以上の弱い位置
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方部からの開始が多い事がわかった．フロアの表現度

強度順を見ると，中心部は印象の強い位置（C）である

ものの，ULは９区分の中でも一番表現度は弱く，UC

は中央ではあるが審判員から離れた奥の方で，決して

表現度の強い位置からの開始ではない．しかし，弱い

位置からの開始は，表現度の強い位置に64％の選手が

進出しており，弱い位置から強い位置へと，次の動作

を強調するため，より強い印象を持たせるために行っ

た構成方法ともいえるのではないか．

逆に演技終末時において見ると，一番表現度の強い

位置のDCと２番目に強い位置である中央部におい

て，29％の割合で使用しており，反対に一番表現度の

弱いULの上手奥においてはどの演技の終末時も使用

されていないことがわかった．終末時全体の使用位置

を見ると，前方部での使用が多い事がわかった．

そして，演技開始位置の表現度が弱い場合，次の動

作は表現度の強い位置へ移動する傾向があり，また，

演技開始位置よりも演技終末の表現度が強い位置の演

技構成が，40演技中31演技と多いことより，クライマッ

クスを伴う「まとめ」の部分において，表現度の強い

位置に演技構成がなされていると言える．

３)開始と終末ポーズ

A～J選手各４種目の演技の開始と終末において，

どのようなポーズをしているかを江口による動きの表

現度より分析した（表３-１，表３-２，表３-３）．

フロアの空間にそれぞれ性格があり，表現度に差が

あるが，動きそのものにも表現度がある．

江口隆哉は動きの表現度に関して「視線を観客に向

けるか，向けないかによっても，ずいぶん表現度の強

さにちがいが出てくる．視線などのごく些細な部分で

も，使うか使わないかによって，視線は，踊りにひき

つけられたり感銘を覚えなかったりする．顔も身体も，

正面をきった動きが強い．まぶたを上げて視線を正面

向きにすれば最も強い．それにひきかえて，うつむい

た動きや，横向きまたは後ろ向きの動きは弱い．身体

においては，顔と胸が主役ともいうべきものであるか

ら，この両方が正面に向いていれば強い．次には，顔

と胸のどちらかが斜め，または横を向いたときが強い．

例えば，胸は前向きのままで，顔だけが斜め，また，

横を向いた場合は，顔も胸も両方とも斜めまたは横を

向いた動きよりも強い．特に後姿は淋しい．顔も胸も，

真後ろを向いてしまえば，表現度は非常に弱くなる」

と述べている ．演技の開始のポーズと終末のポーズ

において，表現度の高い動きをする事により，より見

る側への印象を強める．１分30秒という短時間の中で

自己の表現は，動き一つ一つに重要性があり，開始と

終末のポーズにおいて表現度の高いポーズにする必要

があると えられる．

① ポーズの向きについて

ａ.正面に働きかけているポーズ（斜め方向を含む）

開始ポーズでは，40演技中30演技が正面に働きかけ

ているポーズを行っていた．終末のポーズでは40演技

中30演技が正面に働きかけているポーズを行ってい

た．

ｂ.横向きのポーズ

開始ポーズでは40演技中５演技が横向きからのポー

表３-１.各選手のポーズの働きかけている方向

ポーズ（方向)
選手 種目

開始 終末

A ロープ 正面（上手向き） 正面

A フープ 正面 正面（下手向き）

A ボール 正面（上手向き） 正面（下手向き）

A リボン 正面（下手向き） 正面（下手向き）

B ロープ 正面（下手向き） 正面

B フープ 正面（下手向き） 正面

B ボール 正面（下手向き） 正面

B リボン 正面（上手向き） 正面（上手向き）

C ロープ 正面 正面

C フープ 正面 正面（下手向き）

C ボール 正面（下手向き） 正面（下手向き）

C リボン 正面 正面（下手向き）

D ロープ 正面（下手向き） 正面（上手向き）

D フープ 正面 正面

D ボール 正面 正面（下手向き）

D リボン 横（下手側） 正面

E ロープ 正面 正面

E フープ 正面（下手向き） 正面

E ボール 正面（下手向き） 横（下手側）

E リボン 正面 正面

F ロープ 横（上手側） 正面

F フープ 正面 横（上手側）

F ボール 正面（下手向き） 正面

F リボン 横（上手側） 正面

G ロープ 正面 正面

G フープ 正面 うつ伏せ（下手側）

G ボール 正面 うつ伏せ（下手側）

G リボン 正面（上手向き） 正面（下手向き）

H ロープ 後ろ向き 横（下手側）

H フープ 横（上手側） うつ伏せ（上手向き）

H ボール 横（上手側） 正面

H リボン 正面 正面

I ロープ 後ろ向き 横（下手側）

I フープ 後ろ向き 後ろ向き

I ボール 正面 正面

I リボン 後ろ向き 横（下手側）

J ロープ 後ろ向き 正面（上手向き）

J フープ 正面（上手向き） 後ろ向き（上手側）

J ボール 正面 正面（上手向き）

J リボン 正面 正面
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ズであった．そのうち２演技は柔軟性を生かした（横

向きになった時に最も効果的なポーズ）ポーズであっ

た．終末のポーズでは40演技中５演技が横向きのポー

ズであった．そのうち１演技は同様に柔軟性を生かし

たポーズであった．

ｃ.後ろ向きのポーズ

開始ポーズでは40演技中５演技が後ろ向きからの

ポーズであった．うち３演技が立ちのポーズであった．

終末のポーズでは後ろ向きのポーズは40演技中２演技

であった．

ｄ.その他

終末のポーズでは，他にうつ伏せでのポーズが３演

技でうち１演技が上手向き，２演技が下手向きであっ

た．

② ポーズの向きについて「上手」「下手」の分析

開始ポーズでは，40演技中９演技が「上手」に働き

かけているポーズ，10演技が「下手」に働きかけてい

るポーズであった．終末ポーズでは40演技中７演技が

「上手」に働きかけているポーズ，14演技が「下手」に

働きかけているポーズであった．「真正面向き」のポー

ズは，開始ポーズは40演技中16演技，終末ポーズでは

18演技であった．「真後ろ向き」のポーズは，開始では

40演技中５演技，終末では，１演技であった．

上手方向へ働きかけているポーズより，下手方向へ

働きかけているポーズのほうが多いことがわかった．

上手位置にいる選手は下手方向へ働きかけるポーズを

する，つまりフロアの空いている場所への働きかけが

多いのではないかと える．ルース・クライン等は下

手を重要視しているが ，これら40演技は，フロアの

上手側を多く使用し，ポーズの向きを下手へ働きかけ

る事で，空間のバランスを取っているように えられ

る．なお，例外が３演技あり，終末ポーズをDLに位置

した選手２名，SLに位置した選手が１名いた．いずれ

もURから長い斜線を描いており，ダイナミックに移

動をし，その動きの流れを生かしたまま，上手向きに

ポーズをした振り付けであったと える．

③ 姿勢のポーズについて

開始ポーズでは膝つきの低い姿勢のポーズで開始す

る演技は40演技中18演技であった．終末のポーズでは

40演技中38演技であった．また終末に行われた技にお

いて低姿勢での「受け」が22演技あり，22演技全てが

そこからすぐにポーズへ導かれていた．

開始のポーズと終末のポーズにおいて正面方向へ働

きかけるポーズは，強い印象づけとして有効であると

えられる．上手方向及び下手方向においては，下手

側のほうが強い印象を持つとされている．下手方向へ

働きかけているポーズが上手方向より多いことによ

り，印象度の強い方向へ働きかけているポーズが多い

と えられる．横向きのポーズは10演技中３演技が柔

軟性を生かしたポーズが行われていた事から，ポーズ

を強調するために有効な方向であると えられる．後

ろ向きのポーズは，開始において４演技中３演技が立

ちポーズであった．背中をみせ，そこから正面へと動

きだすことは，一気に強い表現へ移行する演出として

有効な方法であるといえる．終末ポーズにおいて，低

姿勢のポーズが多く，38演技中22演技がポーズまでの

動作に「投げ」「受け」の技が取り込まれていた．終末

での技において，手具の「受け」が移動の出来ない低

姿勢で行うことにより熟練度が試されることになり，

審判員，観客に緊張感を与えることができる．この演

技が成功すれば高い評価が得られることから，終末に

おいては，膝つきの低姿勢のポーズが多いと えられ

る．

２.ビデオ鑑賞による開始と終末の分析

新体操部とモダンダンス部において，印象を強く受

けた演技の開始と終末がほぼ一致しており，開始より

も終末に印象を強く受けていた．半数以上の人が，A

選手，C選手，E選手，F選手，G選手においての意見

が集中していた．

印象がほぼ一致していたことより，新体操部とモダ

ンダンス部とを総合したものを分析した．また印象度

の強かった演技の開始と終末位置，ポーズについて分

表３-３.膝突きポーズ及び終末での低い姿勢で手具を受
けた選手

膝突きのポーズ

開始 18 終末 39

低い姿勢での
手具の受け

22

（演技数)

表３-２.開始終末の各ポーズの総数

開始 演技数 ポーズの方向
正面 30 真正面16，上手向き５，下手向き
横 ５ 上手側４，下手側１
後ろ向き ５

終末
正面 31 真正面18，上手向き４，下手向き
横 ５ 上手側１，下手側４
後ろ向き ２ 真後ろ１，上手側１
うつ伏せ ３ 上手向き１，下手向き２
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析した結果，次のことわかった（表４，表５）．

開始より終末に印象を強く受けている回答が多いこ

とより，開始より，終末に印象づけさせる要素が取り

込まれている．つまり，終末のほうが重要視される演

技構成が成されているといえる．

印象度の強い演技の開始位置は，中央部から後方部

への使用が多く，Cを除いては表現度の弱い位置から

の開始であった．表現度の弱い位置からの開始におい

ては，すぐに印象度の強い方向へ移動するという結果

が得られているため，表現度の弱い位置から強い位置

へ，抑揚のついた構成とされていた．ポーズにおいて

は，正面方向へ働きかけるポーズが多く，横向きのポー

ズに関しては，高度の柔軟性を表したポーズであるこ

とから，正面を意識した，表現度の高いポーズを行う

傾向があった（過度の上体の反り等）．終末においては，

演技の集大成である終末の構成を，表現度の高い位置

で行い，審判員を意識した終末であるといえる．ポー

ズにおいては，正面へ働きかけるポーズが多く，横向

きのポーズにおいては，高度の柔軟性を表したポーズ

であった．

アンケートで印象を強く受けた要素として挙げられ

たのが，「ポーズ」と「大技」である．ポーズ関して，

強く印象を受けていたA選手，E選手，F選手におい

て一致していえたことは，柔軟性を生かしたポーズを

行っていたことであった．特にF選手に関しては，高

度の柔軟を伴ったポーズを行っていたことから，印象

を強めたといえる．またC選手においては力強さの感

じられるポーズに印象を受けていたことから，力動感

（ダイナミズム）のあるポーズは観客に強く印象を与え

るものと えられる．

また終末において，F選手のポーズ自体に，印象を強

く受けたのに対し，他の選手の終末においては，大技

表４.開始と終末のアンケートによる印象度（強い順)

開始 終末
選手 手具 全体 選手 手具 全体

G ボール 44 78.6 C ロープ 50 89.3

A フープ 43 76.8 F リボン 50 89.3

A ボール 42 75.0 F ボール 49 87.5

F フープ 40 71.4 C ボール 48 85.7

F リボン 40 71.4 E ボール 48 85.7

F ロープ 39 69.6 G ボール 48 85.7

F ボール 38 67.9 G ロープ 43 76.8

E ボール 37 66.1 C フープ 42 75.0

E リボン 37 66.1 C リボン 37 66.1

G リボン 36 64.3 F フープ 37 66.1

A リボン 35 62.5 A リボン 36 64.3

G フープ 35 62.5 B フープ 36 64.3

J ボール 33 58.9 E ロープ 36 64.3

H ロープ 31 55.4 B ロープ 35 62.5

C ボール 30 53.6 E フープ 35 62.5

C ロープ 29 51.8 E リボン 34 60.7

E フープ 29 51.8 G リボン 34 60.7

H ボール 29 51.8 J フープ 34 60.7

C フープ 28 50.0 D ロープ 31 55.4

G ロープ 28 50.0 G フープ 31 55.4

J リボン 27 48.2 I ボール 31 55.4

E ロープ 26 46.4 B ボール 30 53.6

C リボン 24 42.9 A フープ 28 50.0

B フープ 23 41.1 H リボン 24 42.9

H リボン 22 39.3 A ボール 22 39.3

I ロープ 22 39.3 B リボン 21 37.5

H フープ 21 37.5 D フープ 21 37.5

D ボール 18 32.1 F ロープ 21 37.5

D ロープ 17 30.4 H ボール 21 37.5

I フープ 17 30.4 J リボン 21 37.5

I ボール 17 30.4 D ボール 20 35.7

A ロープ 16 28.6 I リボン 20 35.7

I リボン 14 25.0 H ロープ 19 33.9

J ロープ 13 21.4 I ロープ 17 30.4

B ボール 12 21.4 J ボール 15 26.8

D フープ 11 19.6 I フープ 12 21.4

B ロープ 9 16.1 A ロープ 9 16.1

D リボン 9 16.1 J ロープ 8 14.3

J フープ 9 16.1 H フープ 7 12.5

B リボン 6 10.7 D リボン 3 5.4
＊新体操 26名 モダンダンス 30名 計 56名
＊数値は，左側が実数（人）右側が割合（％）

→35名以上（62.5％）

表５.印象度の強い演技の開始終末の開始位置とポーズについて（上位10名)

選手 種目 開始位置 ポーズ(方向) 選手 種目 終末位置 ポーズ(方向)

G ボール UC 正面 C ロープ DC 正面

A フープ C 正面 F リボン C 正面

A ボール UL 正面(上手向き) F ボール DC 正面

F フープ C 正面 C ボール DC 正面(下手向き)

F リボン C 横(上手側) E ボール DL 横(下手側)

F ロープ UC 横(上手側) G ボール SL うつ伏せ(下手側)

F ボール UL 正面(下手向き) G ロープ DL 正面

E ボール UL 正面(下手向き) C フープ C 正面(下手向き)

E リボン C 正面 C リボン SL 正面(下手向き)

G リボン C 正面(上手向き) F フープ C 横(上手側)
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により，強く印象を受けていることがわかった．難し

い技であり，緊張感のある技であればあるほど，強く

印象づけられており，技によってクライマックスを持

たせ，ポーズへ導く終末が，見る側は強く印象を受け

ていることがわかった．表現度の強いポーズでの終末

が，見る側に印象を強めた要因であったことが言え，

終末に行うポーズとして有効であることがわかった．

Ⅳ.ま と め

本研究は，新体操個人演技の開始と終末の時空間に

おける演技構成を調査し，どのような構成が審判員及

び観客に強い印象を与えるかについて 察し，今後の

指導や演技構成に資することを目的とした．1999年世

界新体操選手権上位10名の個人演技の分析から，次の

結果が導き出された．

１.技の開始位置と終末位置においては，フロアの使

用位置に差が見られた．開始位置は，中央から後方

部での使用が多く表現度の弱い位置であったが，逆

に終末位置においては，中央部より前方部での使用

が多く表現度の強い位置へ移動して最後のポーズと

なっているものが多かった．

２.ポーズは，開始終末共に，正面方向へ働きかける

ポーズや，下手方向へ働きかけるポーズが多かった．

また終末においては，膝つきの低姿勢のポーズが多

く，中でも大技の「受け」から終末のポーズとなる

ものが多かった．

３.ビデオ鑑賞による開始と終末のアンケート分析で

は，開始終末ともに，独自性を有する柔軟性を表し

たポーズに印象を強く感じており，また，終末にお

いては，ポーズまで導かれる動作の難度が高く，成

功するかどうかと観客が注目するような緊張感を

伴った大技であるほど強い印象を受けており，更に

それが終末のポーズに近いほど印象を強く感じてい

る事がわかった．

開始終末おいて，どのような構成が有効的である

か，次のことが示唆された．

開始位置において，表現度の弱い位置からの演技

は，そこから強い表現度の位置への移動をしている

構成となっていることや，終末では，中心部より前

方部である表現度（１～４の強度）の強い位置の使

用の多いことから，１分30秒の演技の中で，このよ

うな空間構成をすることが，クライマックスを伴う

重要な部分である終末を強調するための有効な方法

であると示唆された．

開始ポーズにおいて，独自性のあるポーズ（難度・

特に柔軟性を生かしたポーズ）を行う事が印象を強

める上で重要であり，更に表現度の強い方向へ働き

かけるポーズ（正面方向へ働きかけるポーズ，柔軟

性などの体形が明確に表せる向き）を行う事が印象

を強める要因である．終末のポーズも開始と同様に，

独自性を持たせ，表現度の強い方向へ働きかける

ポーズと共に，力動感（ダイナミズム）のあるポー

ズが印象を強く与えることが示唆され，低姿勢での

緊張感のある大技の「受け」の成功から導き出され

たポーズが印象を強く与えると示唆された．開始よ

りも終末に力を入れた振り付けを行うことで，終末

のクライマックスに重みを持たせることができると

示唆された．
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